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ウガンダの刃物 とその形態について
森 淳
は じめ に
ウガ ンダの三 年 にわ たる生活 は、広 い意味で私 の興味 を満 して くれた生活 で
もあった。私 が滞 在 した1968年か ら1971年と云 う年は、 ウガ ンダ共和 国 が1962
年 に独 立 して 以来 、 もっとも安定 してい た一時期 で あったよ うに思 われ る。独
立 以来 大統領 で あった ムテサ が、1966年に前 大統領 オボ テによって英国 に追放
され、オ ボテ大統領 の イニ シアチブの下 に新興 の気運 も豊 か なウ ガン ダナ イゼ
イ シ ョンが始 め られて国情 も安 定 し、新 しい計画 に従 って工 業化 も次第 に進 め
られて来 てい る時期で あった。 しか しその反 面、地方 には従来 か らの原住 民達
の生活 がほ とんど変 らない状態 で残 されていて、 かねて より縄 文式土 器の機能
と形態 に関 す る考察 を行 っていた こと もあ って、特 に原始 的 な土器 の調査 は、
推 測の域 を出 なかった縄文 式土 器の使用 にっいて を、更 に類 推 を深 め るこ とが
で きたよ うに思 うし、 また土器 にっ いての概 念 が更 に拡 げられた感 じも受 けた。
これ ら土器 にっ いての報告 は、 日本美術 工芸 、1971年8月号、 また大 阪芸術 大
学紀要 〈2>1973年に於 て発 表 し、 『アフ リカ研究』 第13号で も発 表 され る予
定 になって い る。
土器 の調査 と並 行 して刃物の調査 も少 し行 った。彼 等 にとっては土器 同様 、
主要 な生 活用具 で あり、 また形態上 も刃物 デザ イ ンの原形 をかな り留 めてい る
‐zs‐
よ うに見受けられた。かって北欧からドイツを訪れた時、私が非常 に興昧をも
って見 たのは機能的な美 しい形態をした刃物類であった。
ここでは、アフリカ原住民(東 アフリカ、ウガンダ共和国の各部族)の 刃物
とその形態、そしてさらに北欧や ドイツで見た近代的 な刃物の形態 などにっい
て考えてみたいと思 う。
もとより私は、金属工芸を専攻 したものではない。従って金属工芸的な見地
か らそれらのことについて述べようとい うのではなく、一般的な工芸 としての
立場 に立って調査 したアフリカの刃物の報告を兼ねて、考察 をすすめてみよう
としているのである。
ウガ ン ダの 刃物 類 にっ い て
生活用具 としての刃物の形態は、食物 と密接 に関連 して発達 して来ているも
の と考 えられる。東洋で発達 して来た菜刀、 また日本の刺身庖丁などは、 ヨー
ロッパで発達 して来た食肉用の庖丁とは形態上かなり大きな相異をもっもので
ある。'
一般 に食器や割烹具などのフオルムは、食生活 と密接なっながりをもち、食
餌 のひろがりや、その状態 にともなって、それの用に適 うための発達があった
ものと思われるが、刃物類 もまた合理的な要素を含みながら、機能 に忠実な形
態へ と変化 をとげて来ているものと思われる、従 って菜食、魚食を中心とする
東洋の調理用刃物 と、肉食を中心とする西洋の調理用刃物 とでは、根本的 にそ
の機能するところが異 るため、その形態 もまた自ら異った方向 に発達 してきた
ものと思われる。
この傾向は単 に調理用刃物 に限ったことではない、武器 として用いられる刃
物類 についても同 じことが当てはまるのではないか、っまり西洋の刀と、日本
の刀を比較 した場合そこに典型的な例が見出されるのではないかと思 うのであ
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る。
ウガ ンダの7種 族 、40に近 い部族 の刃物 を観察 して も、同 じよ うな こ とが云
えるで あ ろ う。 この国の刃物 の場合 は大別す る と、プ ランテ ン ・バナナ を主 食
とす る部族 と、 ミレツ トを主食 とす る部族 とに分 けて考 えることがで きる。 ま
た種族 として は、バ ンツー系の種族 と、ナ イロテ ィック系 の種族 に分 類で きる
かる しれ ない。
ブガ ンダでエ キソ(ekiso)〈写 真1>と 呼 ばれるプ ランテ ンバナ ナ用 のナ イ
フは、主 と し
てバ ンツー系
部族 に於 て使
用 され、ナ イ
ロテ イ ック系
の部族 で は ほ
とん ど使 用 さ
れて いない、
もっと もナ イ
ロテ ィック系
部族 の 中で も 〈写真1>
キ ヨー ガ湖 周辺 に居 住 す る ジ ヨパ ドラ、 エ ル ゴ ン山 に居住 す るセベ イなど
プラ ンテ ンバ ナ ナ を主食 とす るバ ン ツ ー系 部族 と密 接 な関 係 に あ る部族 の
よ うに、 プ ラ ンテ ンバ ナ ナ を食べ る風 習 を とり入 れて、 ミレッ トと共 にそれ
を主食 としプラ ンテ ンナイフ と非常 に類似 したナイフを使 用 して い る部族 もみ
られる。
ナ イロテ イ ック系 の部族 の あるもの は、 ミレツ トの収穫 の時、 ミレツ トの穂
を刈取 るため の小形 のナイフで、一般 に女性用 ナイフ と呼 ば れるもの を持っ部
族 もあるが、総 じて同系統 の部族 は同 じよ うな形態 の刃物 を使 用 してい るよ う
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に観 察 された。
一般 にウガ ンダで使 用 されてい る刃物の材質 は、0.8-1㎜厚の鉄板 を鍛 造 し
て作 られてい るものが多 い。
狩猟 用 または武 器 としての刃物 は槍 で代表 され るが、 その他 に小 さなナ イフ
類 が多 く使 われ る。好 戦的 な部族 として知 られてい るウガンダ北部 に居住 す る
アチ ヨリには、45-50cmの刃わた りの刀 がある と云 われてい るが、観察 す るこ
とはで きなかった。 しか しこのよ うな長 い刃わた りの刀 をもつの はアチ ヨリだ
けで 、他 の部族 では使 われていない。
珍 ら しい武 器 としては、 ウガ ンダ北 東部 に居住 す るカ ラモ ジ ョンに腕 に装着
して使 う円形 の刃物 が ある〈写 真2>。
〈写真2>
1968年3月
ウガ ンダ工科
大学 に赴 任 し
た頃 は、すで
に都会 また は
その周辺 で槍
を持 ち歩 く姿
を見掛 けるこ
とはな くなっ
て いたが、同
年5月 カ ラモ
ジャ を初 めて訪 れた時 、 ほとんどのカ ラモ ジ ョンの男性 が2本 の槍 を持 って歩
いて い るの を観察 した。 しか しそれ も1969年に武器 の携帯 が かた く禁 じられて
よ り、ウ ガ ンダ国 内で槍 を持 ち歩 くものは見 られな くなった。
ウガ ンダ滞在 中、刃物類 の収集 を試 みた が刃 わた り15cm以上の刃物、 または
武 器類 の 日本国 内へ の持込 み が禁止 されてい る と云 うことか ら、小形の ものの
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み にな って しまい、美 しい形 を した槍 な ど収 集 しなかった ことが悔 まれて な ら
ない。 せめて写真 にで もしてお けばよかった と、今 に して思 うので あ る。
ウ ガ ン ダ の 刃 物 の 種 類
ウガ ンダ国 内で作 られ、使 われてい る刃物 の種類 とその形態 を大別 す る と次
の よ うになる。
1.プ ランテ ンバナナ用 ナイフ。
2.肉用 ナイフ。(屠 殺用 ナイフ)
3.農業用 ナ イフ。(収 穫用 ナイ フ)
4.特殊 ナ イフ。(武 器 を含 む)
(1)プランテ ンバ ナナ用ナイ フ。(ekis。)(写真1)
この手のナ イフは主 としてプ ランテ ンバナ ナを主食 とす るバ ンツー系 部族 に
於 て使 用 されてい るもので、同系部族で は共通の形態 をもって はい るが、先端
のカー ヴが多少部族 によって異 って い るよ うに見 受 けられ る。湖岸地 方バ ンツ
ー族 の主体 をなすガ ンダ族 の もの よ りも、キ ヨー ガ盆 地 グループバ ンツー族 の
ものの方 が大 きくカー ヴ して、一見華 麗 な形態 を もっ もの が多 く使 用 されてい
る。 しか し一般 に刃 わた り15-18cm、幅2-3cm、 平板 の鉄板 で作 られ、長 さ
18-25cmの木 の柄 に取 付 け られてい る。
これの小形 の もの はプラ ンテ ンバナナ の皮剥 きに使用 され、 また大形 の もの
はプラ ンテ ンバナ ナの収穫 の時 に使 用す るものの よ うで あった。 プ ランテ ンバ
ナ ナの収穫 は、先づパ ンガ と呼 ばれる長鉈(こ の長鉈(パ ンガ)は 伝統 的 な も
ので は なく、植民地化 と共 に外国 か ら持 ち込 まれた もの と云 われてお り、広 く
旧英領 ア フリカで使用 されてい る。 ウガ ンダで使 用 されて い るパ ンガ はオース
トラ リア製の ものがほ とん どで あった)で バ ナナの幹 を切 り倒 して収 穫 を行 う。
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プ ランテテ ンナイフを使 用す る部族 としては、
●湖岸地 方バ ンツー族
Tusi,Hutu,Kiga,Hima,Iru,Nyoro,Toro,Ganda.
●キ ヨー ガ盆地 グルー プバ ンツー族
Soga,Gwere,Nyuli,Samia,Gwe,Gisu.
●ナイロテ イ ック族
Jopadhla.
●ナイロ ・ハ ミテス族
Sebei.
(2)肉用ナ イフ
この手のナ イフ を一応 肉用ナ イフ として分 類 したが、 肉用 のみ に使用 され る
の では な く広 い用途で使 用 されて いるが、 ここで はプラ ンテ ンバナナ用ナ イフ
と区別 す るために分類 してみた もので 、一般 に牛 飼 いの部族 に於 て使 用 されて
いるナイ フ類 を指 してい る。
形態 は柳葉状 の もので、大小 各種 が作 られてい るが、 刃の断面 には三種類 の
ものが観 察 され る。
a.平状
b.う ね状
c.段状
平状 の もの は、主 と して湖岸地方 バ ンツー
族 の もの に見 られ る形 態で、一般 にエ キ タラ
(ekitala)と呼 ばれる小形 のものが多 く<写 真3>,刃 わた り6-8cm、幅1.5
-2cmの もの で、長 さ8cmの木 の柄 に取付 けられて いる。またキ ヨーガ盆地 グ
ループバ ンツー族 では、 これと同 じ形態 の もので木製 の鞘 を もち、柄の上部 と
下部 に刻 み目文様 を施 したもの を狩猟 用ナ イフと して男性 のみ に使 用 されてい
る。
-31一
うね状 の ものは、湖岸地方バ ンツー族 を除 く他 の部族 に於 て一般 に見 られ る
形 態で、平状 の もの よ りやや大形 に作 られ、一般 に刃 わた り12-15cm、幅3cm、
長 さ12cmの木 の柄 がっ いて いる。 また この手 の ものは両刃 に作 られて い るのが
普通 で ある。
段状 の もの は、西部 ウガ ンダで見 られ る形態で あ るよ うに思 われ る。大 きさ
はほぼ平状の もの と同様で あるよ うに観 察 した。
い まこれ ら肉用ナ イフ使 用部族 を まとめて み ると、
a.平状 ナ イフ
湖 岸地方 バ ンツー族
Hima,Iru,Toro,Nyoro.
ナイ ロハ ミテス族
Teso.
b.うね状 ナイフ
キ ヨー ガ盆地 グルー プバ ンツー族
Gwe,Nyuli,Samia,Gisu.
ナイ ロ ・ハ ミテス族
Sebei,Teso,Karamoja.
ナイ ロテ イ ック族
Acholi,Alur,Lango,Jopadhla.
a段 状 ナ イフ
湖 岸地 方 バ ンッー族
Kiga,Hutu,Tusi.
マデ ィ ・ルグバ ラ ・グルー プ族
Madi,Lugbara.
(3)農業用(収 穫 用)ナ イ フ
特別 に収 穫用 のナイ フと して作 られ るもの は少 な く、北西 ウガ ンダの アル ア
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族の女性 が使用す るものに小形の鎌形のもの(写 真4)が ある他 は、肉用とし
て分類 した形態の ものの小形のものがその目的のために使用されている。
〈写真3>
〈写真4>
ここで云 う収穫 とは、 ミレッ トのよ うな殻類 の収 穫 を指 し、 ウガ ンダで は こ
の種 の小形 ナ イフを使 って穂 をつ み取 るのであ る。 そのため に形 態 は小形 の も
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のが多 く、 また片刃 に作 られてい る。
(4)特殊 ナ イフ
特殊 なナイ フと云 うよ り、部族 独 自の ナイフ と考 えた方 が妥 当か も知 れ ない
が、 その中 には特殊 な場合 にのみ使用 され るもの もあるためにあ えて特殊 なナ
イ フと して分類 して みた。
a.ア ンバ ・ピグ ミーの女性 用ナ イフ
写真 〈5>の ピグ ミーの女性 が持
って い るの がそれで 、収穫 、採集 な
どに使 用す るほか 日用の道具 と して
の役割 をもっ ナイフで ある。
ア ンバで は女性 が腰帯 にはさんで
持 ち歩 くと云 われてい る。形態 は幅
広 く先細 で 、12-13cmの刃 わた りの
もの が普通 で ある。
ピグ ミーは アンバ族 と隣 りあった
部族 で あ り、互 に交流 があ るため ア
ンバ族 か ら入 手 して い るもの と思 わ
れ る。 この写 真 はルウエ ンゾ リ山の
西方 、ザ イル共和国 との国境 附近の
イ トゥリの森で写 した もので ある。
b.ア ルア族 の女性 用ナイフ
<写真5>
前述 の収 穫用 の小形鎌状 の もので 、 この手 のものはアル ア族 の女性 のみ が使
用す る(写 真4)。
c.腕 輪状 ナイフ
ァ グル(agul)また はアバ リア(abaria)と呼 ばれ るナイ フで 、カ ラモ ジ ョ
ンの男性 が武 器 と して右腕 に装着 して使用す るもので ある(写 真2)。 形態 は
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12-13cmほどの円形 で、一 部分 が腕 を通せ るほどの切 れ 目になって開 き、 中央
部 が直 経6cmの円形 の穴 になってお り、穴の周囲 を牛 の生 皮で被 って着 用時 に
腕 を保 護す るよ うになって いる。 また使用 しない時 は牛 の生皮で 刃の部 分 を被
って、 刃を保護 す るとともに危険 防止 の役割 を させてい る。
d.指 ナイフ
エ グウオル(egwolu)と呼 ばれ るナイフ(写 真6),で、 これ もまたカ ラモ ジ
ョンの男性 が武 器 として指 にはめて使 用す る。形 態は刃 わた り12cmの半円形 、
〈写真6>
幅 は広 い所で4cm、下 に直経3cmの指 輪状の部分 があ り、右手 の中指 に刃 を外
側 にむ けて はめ、握 り擧 をつ くって かた く握 って使用 す る。
また指 にはめ る武器 と しては、 このナ イフの他 に指 フ ック(写 真6)が あ り、
これ も指 ナイ フ同様 の使用 をす る。
e,割 礼用 ナイ フ
ウガ ンダで はキ ョー ガ盆地 グルー プバ ンツー族 のギス族 が唯 一の割礼 を施す
部族 で あ る。割礼 は成人式 で もあ り、2年 目毎 に神聖 な儀礼 と して行 われ る。
1970年8月3日ブギ スのエル ゴ ン山附近 、 ブゴベ ロ(Bugober。)で行 われた
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割礼 の儀 式 に、外国人 と して初 めて招待 され て観察 す ることが出来 た。
割礼 で使用 され るナイフは、研 ぎす まされ た刃わた り15cm、幅3㎝ の両 刃の
ナ イフで、切 っ先 はわつか に切落 した ような形態で 、10㎝の木の柄 がつ いて い
た(写 真7・8)。 割礼 は このナ イフで包皮 を上 か ら下へ 半分切 り、っ つ いて下
〈写真7>
〈写真8>
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下 か ら上 へ残 った半分 の包皮 を切 り落 す。
この他 に小 形の割礼用 ナ イフ(写 真9)も あ りこれは柳葉状 の もので 、尖端
が鋭 く尖 った刃 わた り6㎝ 、幅2㎝ 、9cmの木の柄 がっ いた もので、段状 の断
面 をもっ 刃がっ いて いる。
〈写真9>
刃 物 の デ ザ イ ン につ い て
刃物類 のみ な らず土器類 などに於 て も見 られるこ とだが、ア フ リカの その よ
うな道 具 類 は未 だ視 覚 的 な美 意識 に もとず いたデザ イ ンの段 階 には至 ってお
らず、未 だ に素朴 な状態 の ままにおかれて いると考 えて も良いので はない か、
道 具類 は単 にその機能 を果 す こと、用 に適 うことのみ を目的 と して作 られてい
る、つ ま り刃物 の場合 は"切 る"機 能 が果 されることが目的で あって、視 覚的
な美だ とか、 それに供 う心理的 な切 れ味 だ とかシャープ さな どが要求 され る段
階 には至 って いないので あ る。
これ らの ことか ら考 えてみ ると、 アフ リカ原住 民の刃物 の形 態 には、未 だ に
刃物 デザ イ ンの原点 を残 してい ると考 えて も良いので はないだろ うか。 そ こで
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ζこで は先進国 とい われてい る国 々の刃物 と、 アフ リカ原住 民の 刃物 とを対比
させ て考察 をすすめてみたい と思 う。
槍 はい まだアフ リカ人達 の儀 礼時 に於 て重要 な役割 りをもち、槍本来 の機能
と ともにナ イフ と しての機能 をも果 して いる ところ をみ ると、 アフ リカの刃物
の起 源 は槍 に あったので はないか と思 われる。
『テ ソ民族誌 』(長 島信弘著 、中公新書)に ウガ ンダ北東部 の部族 イテソ に
於 る儀 礼 を詳細 に述べて いる中 に、犠 牲 の山羊 を屠 る場 面で 、 『胸 か ら腹 の正
中線 を槍 の穂 先で切 り開 き、右腹 の皮 をはいで腹腔 を露 出 させ、胃や腸 を用意
して あった小 枝 の上 にひ き出 した』(p.7g)また他 の儀礼で犠牲牛 を屠 る場 面で
は 『分配 がすむ と、めいめい 自分の取 り分 を槍 や ナイフで 切 りと り、焚 火で あ
ぶ り、 円陣 にも ち帰 って食べ る』(p.84)と報告 されてい る。 これをみて もアフ
リカで の槍 の使 用法 は唯 単 に刺 す機能 を果す こ とばか りで はな く、ナイ フ とし
て の切 る機能 も果す広い意味で の刃物 と して の用 に適 う機能 を果 してい る もの
と思 わ れる。 そのた めに槍の穂先 は幅広で ナイフの よ うな形態 を した ものが一
般 的 なので あ ろ う。写真 〈10>はピグ ミーの もので あるが、 ナ イフ と同様 の形
態 を し、通 常の狩 には小形 の槍 を用 い、大形 の動物 に対す る狩 には大形 の槍 を
使 用す る。
これらのことから観察 を更 に広 げて行 くと、肉用 または狩猟 用の ナイフ と称 さ
れ るものの形 態 は、槍 の穂先 と甚 だ類似 して いるのに気 がつ く。特 に大形の こ
の種 のナ イフは、長 い槍 の柄 の かわ りに短 い柄 にすげ られて いるの にす ぎない
の を認 め るこ とがで きる。
写真 〈11>はロ ン ドンの ヴィク トリア ・アルバー ト・ミユウジ アムに陳列 さ
れてい る近世 の肉用ナ イフで あ る。左の ナイフの刃の形態 はアフ リカの肉用ナ
イ フ(写 真3)と 甚だ類似 してい る。右 のナ イフ も肉用 の ものだ が、峰 の部分
に突起 を作 って刃 の部分 に変化 をもたせ て ある。 いつ れのナ イフも機能 にまこ
とに忠 実 に作 られてい る。 しか し工業化 が進 み規格化 が進 む に従 って先 の丸 い
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まっす ぐな刀身 になって行 き、
機能的 な効率の差 が生 じて来 る
ので あ る。だ がこの差 が、今 日
に至 って、 と りわけ ドイツで認
識 され るよ うにな り、 多種 多様
の機能 に適 合 した変化 のあ る標
準的 な タイプを生 み出 した。
(ハーバー ト・リー ド著 、 イン
ダス トリアル ・デザ イ ンp.93)
ハ ーバー ト・リー ドの この説
を裏付 けるよ うな刃物 のmを
ドイツで見 ることが出来 た。写
真 〈12>がそれで、 これ らの刃
物 は同 じデザ イ ンポ リシーの も
とに作 られ たもので 『多種 多様 〈写真10>
〈写真11>
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の機能 に適 合 した形』 にデザイ ン されて、如何 にも ドイツ的 で ある。 しか しこ
こで も肉用 のナイフは柳葉形 が基本 の形態 になってい る。 どの よ うに規格 化 さ
れて行 こ うと、結局 この基 本の形態 か ら出 ることは出来 ないので あろ うか。
<写真12>
写真 〈13・14>は、 デ ンマ ーク
で見 た もので同 じく肉用 のナ イフ
・フ ォー クで ある。一組 は金属 の
みのデザイ ンで あ り、 も う一組 は
金属 と木材 とを組合せ た もの では
あるが、刀身の デザ イ ンはほ とん
ど変 化 をみ とめない。だ が同 じよ
うに刃物の デザ イ ンで も、写真 く
15>のジャガイモ の皮剥 きナ イフ
の よ うに、全 く機能 か ら引 き出 さ
れた美 しい形態 を もった ナイ フも
出現 して来 てい る。規格化 されて
ゆ く刃物 のデザ イ
〈写真13> ンの 中で 、 このナ
イフのよ うに機能
の原点 に立 ち帰 り、
その中か ら形態 を
引 き出 そ うとす る
傾 向 も出て来 て い
るので あろ う。
そ れに して も、
アフ リカ原住 民 の
刃物 と云 い、先進
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国 といわれてい る国
々の 刃物 と云 い、造
形 技法 、 また はデザ
イ ン感 覚 に巧拙 は認
め られ るに して も、
同様 な基本形 態 をも
ってい るところをみ
る と、刃物 の デザ イ
ンは その発 端 に於 て
す で に一定 の基本的
な形 態 が確 立 し、そ
の延 長線上 でデザイ
ン活動 が行 われてい
るの にす ぎないので
は ないか と思 われる、
〈写真14>
お わ り に
3年 ばか りアフ リ
カ人 の中で生活 して
み て深 く感 じた こと
<写真15>
は、彼 等の生活 のみな らず使用 してい る道具類 の簡素 さと、そ して彼等 の泰 季,
な考 え方で あ った。文明の汚濁 に染 らず 自然 に密着 した中での生活 が、彼 等 に
簡 素 なものの使 い易 さを教 えた り、素朴 な考 え方 をさせ た りして いるのか も知
れ ない と思 うよ うになった。
早 稲 田大 学の探険隊 がゴムボー トで ナイルの河 下 りを計画 して ウガ ンダに来
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て滞在 し、その帰 りに私 は 日本 製の肉庖丁 を もらって使 って いたが、私の所 の
ハ ウスメイ ドは一向 に喜ぶ様子 は なく、切 れす ぎて楽 し くない と云 うので あっ
た。彼女 に とって庖 丁 は切 れす ぎて はな らないので ある。 またウガ ンダ東部 に
居住 してい るブニ ョレ族 にたの まれて、彼等 の部 落 に土器用 のア ンコウ窯 を築
窯 し、同時 に蹴 ロクロを工作 して土器の生産 を上 げよ うと試 みた ことがあ る。
三ケ 月ばか りして再 び訪 れてみ ると、彼 等 は便 利の良 いそれ らの道具 を使 わず
に、従来 の手造 り野焼 きのアフ リカ古来 の技 法で製作 を していた。何 故 か と云
う私の 問い に彼等 は一 言、出来 す:ぎるのだと答 えるので あった。
彼等 に ζって 刃脚1ホ切 れ なければ登5な いが、、切 れす ぎては な らない し、土
器の製作 も出来す ぎては ならないので あ る。 またウガ ンダの学生達 に とって新
しくデザ イ ンす るとい う行 為 は、仲 々理 解 が出来 ないのであ った。彼等 の形態
に対す る思考 は、与 えられてい る概 念規 定の中 を往来す るば か りで、規 定 され
た概念 か ら出 ることにかな り強 い抵抗 を示 す こ とが多か った。
そ して彼 等 は、切 る楽 しみや作 る楽 しみ まで放棄 して まで大量 に生産 す るこ
とは彼 等の思 考の中で は思 いも及 ばぬ こと らしいのであ る。
私 は その とき 『作 る者 と使 う者 とに とって共 にそれが楽 しみで なけ ればな ら
ぬ』 と云 った ウ ィリアム ・モ リスの言葉 を思 い出 してい た。文 明社会 は案 外そ
んな素朴 な楽 しみ を忘 れさせ て しまって いるので は ない かと思 えて来 るので あ
った。
土 器の調査 も、刃物 の調査 もそん なアフ リカ生 活の中で私 自身 デザ イ ンの原
点 の よ うな もの に触 れてみたい と思 って始 めた ことで あった。今 にして思 えば
もっ と貧欲 な目で調査すべ きであ った が、 日が過 っ につ れてアフ リカナイズ さ
れて行 き、 そんな貧欲 さを失 って しま うので あった。 この調査 は そ うした中で
ひ ろいあっ め たもので あ る。
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